
 

 

 

 

 

資  料 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－１  調査団員・氏名 
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1. 基本設計調査 

氏 名 担当業務 現 職 

倉科 芳郎 総 括 
国際協力事業団 無償資金協力部 

業務第三課 課長代理 

小宮 雅嗣 業務主任/電化計画 八千代エンジニヤリング（株） 

中村 和弘 配電計画Ⅰ 八千代エンジニヤリング（株） 

小林 辰哉 配電計画Ⅱ 八千代エンジニヤリング（株） 

小川 忠之 需要予測/運営維持管理Ⅰ 八千代エンジニヤリング（株） 

末延 哲弥 需要予測/運営維持管理Ⅱ 八千代エンジニヤリング（株） 

谷津 哲夫 調達計画/積算 八千代エンジニヤリング（株） 

 

 

2. 基本設計概要書現地説明調査 

氏 名 担当業務 現 職 

高畑 恒雄 総 括 国際協力事業団 ガーナ事務所長 

小宮 雅嗣 業務主任/電化計画 八千代エンジニヤリング（株） 

中村 和弘 配電計画 Ⅰ 八千代エンジニヤリング（株） 
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1. 基本設計調査 

調  査  内  容 

官ベース コンサルタント業務主任グループ コンサルタント Aグループ コンサルタント Bグループ No. 月日 曜日 

（倉科団長） （小宮／谷津） （中村／小川） （小林／末延） 

宿 泊 地 

1 2月6日 水 移動｛東京→ロンドン、JL401, 12:00/15:45｝ ロンドン（全員） 

2 2月7日 木 移動｛ロンドン→アクラ、BA081, 15:05/22:05｝ アクラ（全員） 

3 2月8日 金 AM：在ガーナ日本国大使館及びJICAガーナ事務所、財務省（MOF）へ表敬訪問、調査内容報告 アクラ（全員） 

   PM：エネルギー省（MOE）、ガーナ電力公社（ECG）表敬訪問  

   ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ､調査内容､日程､便宜供与等の説明及び協議  

4 2月9日 土 団内協議 アクラ（全員） 

     

5 2月10日 日 移動 ｱｸﾗ→ｸﾏｼ (250km, 3時間30分) 官ベースと同じ 官ベースと同じ 官ベースと同じ クマシ（全員） 

    （小宮のみ）  （末延のみ）  

6 2月11日 月 アシャンテ州調査： 

ECGアシャンテ州支店視察 

官ベースと同じ 官ベースと同じ 官ベースと同じ アクラ（全員） 

   移動 ｸﾏｼ→ﾆﾅﾋﾝ地区 (60km,1時間) （小宮のみ）  （末延のみ）  

   サイト視察 ﾆﾅﾋﾝ地区内  
(2時間) 

    

   移動 ﾆﾅﾋﾝ地区→ｸﾏｼ→ｱｸﾗ
(310km,4時間30分) 

    

   合計 （370km，7時間30分）  （小林団員ｱｸﾗ着 (22:05)）  

7 2月12日 火 アクラ（全員） 

   

AM：MOE及びECGとM/D案協議 

PM：DANIDA表敬訪問、調査内容の説明及び協議  

8 2月13日 水 AM：MOE及びECGとM/D案協議 

PM：PURC訪問、調査内容の説明及び協議 

アクラ（全員） 

9 2月14日 木 AM：M/D署名、在ガーナ日本国大使館及びJICAガーナ事務所への報告（団長及び小宮）、ECGと技術協議（中村、小林、小川及び末延） アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

   移動（団長のみ） ｛アクラ→ロンドン,BA078, 23:50/｝  

10 2月15日 金 ロンドン着 (06:55) エネルギーセクター政策・投資プログラム会議出席 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

   移動｛ロンドン→東京,JL402, 19:00/｝ 世界銀行表敬訪問・援助動向調査、ECGと技術協議  

11 2月16日 土 東京着 (15:45) アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

    

団内協議、収集資料整理 

 

12 2月17日 日  団内協議、収集資料整理 クマシ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

    移動 ｱｸﾗ→ｸﾏｼ (250km, 3時間30分)  
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調  査  内  容 

No. 月日 曜日 
官ベース コンサルタント業務主任グループ コンサルタント Aグループ コンサルタント Bグループ 

宿 泊 地 

13 2月18日 月  コンサルタントAグループと同じ アシャンテ州調査： アシャンテ州調査： クマシ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

   （小宮のみ） ﾌﾞｰｽﾀｰ・ｽﾃｰｼｮﾝ建設予定地調査 ﾌﾞｰｽﾀｰ・ｽﾃｰｼｮﾝ建設予定地調査  

    ビビアニ変電所調査 ビビアニ変電所調査  

    ｱｻｳｨﾝｿ変電所（VRA, ECG）調査 サイト調査：ﾆﾅﾋﾝ地区（①～⑩）  

    ビビアニ事業所調査   

14 2月19日 火  コンサルタントAグループと同じ アシャンテ州調査： アシャンテ州調査： クマシ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

    （小宮のみ） サイト調査：ｱﾏﾝｼｳｪｽﾄ地区（⑧～

⑩） 

サイト調査：ｱﾏﾝｼｳｪｽﾄ地区（①～

⑦） 

 

     ECGｸﾏｼB変電所調査 ECGｸﾏｼB変電所調査  

15 2月20日 水  コンサルタントBグループと同じ アシャンテ州調査： ECGﾍﾞｸﾜｲ変電所（前回協力ｻｲﾄ）調

査 

クマシ（Aｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

     サイト調査：ﾆﾅﾋﾝ地区（⑪～残り） ケープコースト（主任/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

      

ノースアシン地区調査：I 地域 

  

16 2月21日 木 コンサルタントBグループと同じ アシャンテ州調査： ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ変電所調査 クマシ（Aｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

    VRAｸﾏｼ変電所調査 ノースアシン地区調査： IIおよびIII地

域 

ケープコースト（主任/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

    新設送電線ルート計画、運営維持管

理体制協議 

ECG中央州支店調査、運営維持管理

状況調査 

 

17 2月22日 金 コンサルタントBグループと同じ 移動 ｸﾏｼ→ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ ノースアシン地区調査： IV 地域 ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ 

（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

18 2月23日 土 収集資料整理・分析、団内協議（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ間情報交換） ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ 

    （主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

19 2月24日 日 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

   

収集資料整理・分析、団内協議（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ間情報交換） 

移動 ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ→ｱｸﾗ  

20 2月25日 月 無償資金協力の制度及びｼｽﾃﾑの詳細説明、先方政府/電力公社の組織確認 

人口統計調査、技術協議 

アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

21 2月26日 火 上位計画および他援助機関の動向調査・確認ECG維持管理体制/電気料金制度の調査 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

   国内電柱メーカー訪問  

22 2月27日 水 一般情報（環境基準、設計基準、気象条件、社会環境等）に関する調査、資料収集 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

   エネルギー委員会（EC）訪問調査、国内電柱メーカー訪問  

   （谷津団員ｱｸﾗ着）  
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調  査  内  容 

No. 月日 曜日 
官ベース コンサルタント業務主任グループ コンサルタント Aグループ コンサルタント Bグループ 

宿 泊 地 

23 2月28日 木 資機材輸送・送電線建設に係る情報収集、市場調査 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

     

24 3月1日 金 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

   

「ガ」国側負担事項及び人員、予算等の調査・確認、市場調査 

  

25 3月2日 土 収集資料整理・分析、ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、団内協議 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

     

26 3月3日 日 収集資料整理・分析、ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、団内協議 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

     

27 3月4日 月 収集資料整理・分析、ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、団内協議 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

     

28 3月5日 火 収集資料整理・分析、ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、団内協議 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

     

29 3月6日 水 収集資料整理・分析、ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの作成、団内協議 アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

     

30 3月7日 木 MOE及びECGへﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄ説明・協議、補足調査 アクラ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
31 3月8日 金 同上 アクラ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
32 3月9日 土 移動 ｱｸﾗ→ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの修正、団内協議 

ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

33 3月10日 日 ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの修正、団内協議 ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
34 3月11日 月 ECG西部州支店調査、運転維持管理状況調査、電柱ﾒｰｶｰ工場調査（ﾀｺﾗﾃﾞｨ） 

移動 ｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ→ｱｸﾗ 

アクラ（主任/Aｸﾞﾙｰﾌﾟ/Bｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

35 3月12日 火 MOE及びECGへﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄ説明・協議 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾚﾎﾟｰﾄの承認取得 

アクラ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

36 3月13日 水 収集資料整理・分析、現地調査結果概要の作成、団内協議 アクラ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
37 3月14日 木 収集資料整理・分析、現地調査結果概要の作成、団内協議 アクラ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
38 3月15日 金 「ガ」国関係機関への帰国挨拶、在ガーナ日本国大使館及びJICAガーナ事務所への報告 アクラ（主任/A ｸﾞﾙｰﾌﾟ/B ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
39 3月16日 土 移動｛アクラ→ロンドン、BA078, 22:25/05:30｝  

40 3月17日 日 移動｛ロンドン→東京、JL402, 19:00/｝  

41 3月18日 月 東京到着(15:45)  
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２. 基本設計概要説明調査 

調  査  内  容 
No. 月日 曜日 

官ベース及びコンサルタント 
宿 泊 地 

1 6月1日 土 移動｛東京→ロンドン、JL401, 12:00/16:25｝  

     

2 6月2日 日 移動｛ロンドン→アクラ、BA081, 14:15/20:05｝ アクラ 

     

3 6月3日 月 在ガーナ日本国大使館、JICAガーナ事務所へ表敬訪問、基本設計報告書の内容説明 アクラ 

   エネルギー省（MOE）、財務省（MOF）及びガーナ電力公社（ECG）へ表敬訪問、基本設計報告書の内容説明  

4 6月4日 火 DANIDAとの協議、団内協議 アクラ 

     

5 6月5日 水 MOE及びECGと確認協議（「ガ」国側負担事項、工事施工体制等） アクラ 

     

6 6月6日 木 AM：移動 アクラ→クマシ （250 km, 3時間30分） クマシ 

   PM：ECGアシャンテ州支店にて基本設計報告書の説明、先方負担工事内容の確認 

VRAクマシ変電所、ECGステーションA変電所視察 

 

7 6月7日 金 ビビアニ ブースター・ステーション及びニナヒン地区の現場状況調査・確認 クマシ 

   ECGアシャンテ州支店と協議  

8 6月8日 土 収集資料整理・分析、団内協議 ケープコースト 

   移動 クマシ→ケープコースト （250 km, 3時間30分）  

9 6月9日 日 収集資料整理・分析、団内協議 ケープコースト 

     

10 6月10日 月 AM：移動 ケープコースト→タコラディ （60 km, 1時間） アクラ 

   ECG西部州支店にて基本設計報告書の説明、先方負担工事内容の確認  

   PM：移動 タコラディ→アクラ （300 km, 5時間） 

MOE及びECGとM/D案協議 

団内協議 

 

11 6月11日 火 AM：MOE及びECGとM/D案協議 アクラ 

   PM：M/D署名  

12 6月12日 水 AM：在ガーナ日本国大使館、JICAガーナ事務所へ報告  

   PM：移動｛アクラ→ロンドン、BA078, 22:45/06:35｝  

13 6月13日 木 移動｛ロンドン→東京、JL-402, 19:45/15:15｝  

     

14 6月14日 金 東京着  
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関係者(面会者)リスト 

世界銀行 
 The World Bank (WB) 

Mr. Mangesh Hoskote 
 

Sr. Power Sector Specialist 

Mr. Kofi Boateng Agyen Operations Officer (Energy Sector) 
 

Mr. Hoon Sahib Soh 
 

Economist 

デンマーク海外援助機関 
 Danish Development Agency (DANIDA) 

Mr. Joseph B. Danquah 
 

Programme Officer, Energy/Environment 

エネルギー委員会 
 Energy Commission (EC) 

Mr. Kofi Asante 
 

Executive Secretary  

Mr. E. Cato Brown Director, Petroleum 
 

 

Mr. Francis Gbeody 
 

Chief Program Officer  

公共事業制度審議会 
 Public Utilities Regulatory Commission (PURC) 

Mr. William Kwasi Gboney 
 

Director  

Mr. Simons Yao Akorli 
 

Energy Analyst  

財務省 
Ministry of Finance (MOF) 

Mr. M.A. Quist-Therson 
 

Director, External Resource Mobilization  

Mr. G.D. Apatu 
 

Head, Bilateral Cooperation 
 

 

Mr. Aaron Adjetey Japan Desk Officer 
 

 

エネルギー省 
Ministry of Energy (MOE) 

Hon. Albert Kan-Dapaah (MP) Minister of Energy  

Mr. S.Q.Barnor Chief Director  

Mr. G.D.Boateng Director of Power  

Mr. Gabriel Quain Deputy Director of Energy  

Mr. Solomon Adjetey Programme Officer, Rural Electrification  

Mr. Kennedy Debrah 
 
 
 
 
 

Programme Officer, Rural Electrification 
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ガーナ電力公社(ECG) 本社 
 Electricity Company of Ghana (ECG) Head Office 

Mr. Stephen Akuoko 
 

Director of Engineering  

Mr. W.K. Kyeremanteng 
 

Director of Operation  

Mr. C.S. Tetteh Director of Finance 
 

 

Mr. Wilson Kwame Adjiku Divisional Manager (Corporate Planning) 
 

 

Mr. Cephas Gakpo Divisional Manager (Design & Construction) 
 

 

Mr. Daniel Kwadzo Mensah Divisional Manager (Management Accounting) 
 

 

Mr. Francis Lawson Divisional Manager (Rural Electrification) 
 

 

Mr. S.Boakye Appiah 
 

Sectional Manager (Construction) 
 

 

Mr. Charles Yakah Project Engineer (Rural Electrification) 
 

 

Mr. Henry Lutterodt Design & Construction Engineer 
 

 

ガーナ電力公社(ECG) アシャンテ州支店 
 Electricity Company of Ghana (ECG) Ashanti Regional Office 

Mr. William Hutton Mensah Regional Director 
 

 

Mr. Ing. Peter Opoku 
 

Regional Engineer 
 

 

Mr. Yakubu Iddrisu Regional Accountant 
 

 

Dr. Kwabena Adomah Project Engineer in Ashanti Region 
 

 

Mr. George Abadoo 
 

Project Engineer in Ashanti Region  

Mr. Nii Okine-Gem 
 

Regional Draughtsman  

ガーナ電力公社(ECG) 西部州支店 
 Electricity Company of Ghana (ECG) Western Regional Office 

Mr. D.Boa Essilfie Regional Director 
 

 

ガーナ電力公社(ECG) ビビアニ事業所 
 Electricity Company of Ghana (ECG) Bibiani District Office 

Mr. Emmanuel Justice Ofori 
 

District Manager  
 

 

Mr. Tetteh Daniel Kwao District Technical Officer 
 

 

Mr. David Sadcey 
 

Assistant Technician (Asawinso S/S)  

アトゥイマ市役所 
Atwima District Assembly 

Hon. Charles Yeboah 
 

District Chief Executive  

Mr. Alhaji Ziblim Yakubu 
 
 
 

District Co-ordinating Director 
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環境保護局 
 Environmental Protection Agency (EPA) 

Mr. Emmanuel Osae-Quansah 
 

Senior Programme Officer 

Ms. Shialey Otiukoraug Progrmme Officer 
 

 
在ガーナ日本国大使館 
Embassy of Japan in Ghana 
新田 宏氏 特命全権大使 

 
 

野呂 元良氏 参事官 
 

 

黒田 孝伸氏 
 

一等書記官  
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資料－４  当該国の社会経済状況 
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 ガーナ共和国     

 Republic of Ghana     

      
一般指標      
政体 共和制 *1 首都 アクラ（Accra） *2 

*1,3 主要都市名 クマシ、タマレ、テマ *3 元首 大統領／ジョン・アジェクム・クフォー 
 労働力総計 8,904千人 （1999年） *6 

独立年月日 1957年 3月 6日 *3,4 義務教育年数 8年間 （    年） *13 
主要民族／部族名 ｱｶﾝ人 44%、ﾓﾚ・ﾀﾞｸﾞﾆﾊﾞ人 16%、ｴｳｪ人 *1,3 初等教育就学率 78.7% （1997年） *6 
主要言語 英語、アシャンティ語、ファンティ語 *1,3 中等教育就学率 % （1997年） *6 
宗教 ｷﾘｽﾄ教 42.8%、ｲｽﾗﾑ教 12%、伝統宗教 *1,3 成人非識字率 29.8% （2000年） *13 
国連加盟年 1957年 3月 8日 *12 人口密度 82.55人／km2 （1999年） *6 
世銀加盟年 1957年 9月 20日 *7 人口増加率 2.9% （1980-99年） *6 
IMF加盟年 1957年 9月 20日 *7 平均寿命 平均 56.60   男 55.30   女 57.90 *10 
国土面積 238.53千ｋｍ2 *1,6 5歳児未満死亡率 109 （1999年） *6 
総人口 18,785千人 （1999年） *6 カロリー供給量 2,611.0cal／日／人 （1997年） *10 
      
経済指標      
通貨単位 セディ（Cedi） *3 貿易量 （2000年）  
為替レート 1US$=7370.00       （2002年 3月） *8 商品輸出 1,898.4百万ドル *15 
会計年度 Dec. 31 *6 商品輸入 -2,741.3百万ドル *15 
国家予算 (1993年)  輸入カバー率 1.4（月） （1999年） *14 

歳入総額 657,581 Millions of Cedis *9 主要輸出品目 金、カカオ豆、木材 *1 
歳出総額 813,526 Millions of Cedis *9 主要輸入品目 石油、自動車、食料品 *1 

総合収支 -258.5百万ドル （2000年） *15 日本への輸出 50百万ドル （2000年） *16 
ODA受取額 607.5百万ドル （1999年） *18 日本からの輸入 41百万ドル （2000年） *16 
国内総生産（GDP） 7,773.52百万ドル （1999年） *6   
一人当たり GNI 400.0 ドル （1999年） *6 総国際準備 534.8百万ドル （1999年） *6 
分野別 GDP 農業 35.6% （1999年） *6 対外債務残高 6,928.0百万ドル （1999年） *6 
 鉱工業 25.3% （1999年） *6 対外債務返済率（DSR） 19.9% （1999年） *6 
 サービス業 39.1% （1999年） *6 インフレ率 29.2%       *6 
産業別雇用 農業  男 %  女 %（1996-98年） *6 （消費者価格物価上昇率） （1990-99年）  
 鉱工業 % %（1996-98年） *6    
 サービス業 % %（1996-98年） *6 国家開発計画 長期経済・社会開発計画 *11 
実質 GDP成長率  4.3%  (1990-99年) *6  「ビジョン 2020」 （1995-2020）  
 
気象   （1961年～1990年平均）          観測地：アクラ（北緯 5度 36分、西経 0度 10分、標高 69m ） *4,5 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均／計  
降水量 17.7 30.9 69.6 117.4 117.2 322.4 94.7 30.3 71.0 48.3 30.5 20.3 970.5mm  
平均気温 27.6 28.2 28.1 27.9 27.5 26.1 25.3 24.8 25.5 26.5 27.3 27.2 26.8℃  
 
 
＊1 各国概況（外務省） ＊9 Government Finance Statistics Yearbook 2000 (IMF) 
＊2 世界の国々一覧表（外務省） ＊10 Human Development Report 2000,2001 (UNDP) 
＊3 世界年鑑 2000（共同通信社） ＊11 Country Profile (EIU)、外務省資料等 
＊4 最新世界各国要覧 10訂版（東京書籍） ＊12 United Nations Member States 
＊5 理科年表 2000（国立天文台編） ＊13 Statistical Yearbook 1999 (UNESCO) 
＊6 World Development Indicators 2001 (WB) ＊14 Global Development Finance 2001 (WB) 
＊7 BRD Membership List (WB) ＊15 International Financial Statistics Yearbook 2001 (IMF) 

IMF Members’ Financial Data by Country (IMF) ＊16 世界各国経済情報ファイル 2001 （日本経済情報サービス） 
＊8 Universal Currency Converter 注： 商品輸入については複式簿記の計上方式を採用しているため

支払い額はマイナス標記になる 
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 ガーナ共和国     

 Republic of Ghana     

 

我が国における ODAの実績 （単位：億円） *17

暦年 
項目 

1995 1996 1997 1998 1999  

技術協力 15.93 15.44 18.64 19.38 18.95  

無償資金協力 29.79 34.31 45.42 57.11 25.78  

有償資金協力 207.32 102.87 96.51 59.91  

総額 253.04 49.75 166.93 173.00 104.64  

       

当該国に対する我が国 ODAの実績 （支出総額、単位：百万ドル） *17

暦年 
項目 

1995 1996 1997 1998 1999

技術協力 15.56 17.62 15.40 15.42 18.83  

無償資金協力 21.45 19.36 22.86 39.25 25.04  

有償資金協力 85.06 73.03 31.94 94.33 25.04  

総額 122.07 110.01 70.19 149.00 101.75  

       

OECD諸国の経済協力実績 （支出総額、単位：百万ドル） *18

 

贈与(1) 

（無償資金協力・

技術協力） 

有償資金協力 

(2) 

政府開発援助 

（ODA） 

(1)+(2)+(3) 

その他政府資金

及び民間資金(4) 

経済協力総額 

(3)+(4) 
 

二国間援助 

（主要供与国） 
319.4 36.2 355.6 -27.6 328.0  

1. Japan 76.7 25.1 101.8 4.6 106.4  

2. United Kingdom 88.4 3.4 91.8 76.4 168.2  

3. United States 40.9 0.0 40.9 -91.0 -50.1  

4. Denmark 38.0 0.0 38.0 -0.1 37.9  

多国間援助 

（主要援助機関） 
45.8 201.9 247.7 -30.7 217.0  

1. IDA  198.6 0.0 198.6

2. EC  25.6 -0.3 25.3

その他 1.3 2.9 4.2 0.0 4.2

合計 366.5 241.0 607.5 -58.3 549.2

    

援助受入窓口機関 *19

技術協力： 財務省国際経済関係局二国間課 
無償    ： 財務省国際経済関係局二国間課 
協力隊  ： 財務省政策分析局社会セクター政策課 

 

 
＊17 我が国の政府開発援助 2000（国際協力推進協会） 
＊18 International Development Statistics (CD-ROM) 2001 OECD 
＊19 JICA資料 
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事業事前評価表 
 

1. 協力対象事業名 

ガーナ共和国地方電化計画 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

（１） 我が国が当該国に援助することの必要性・妥当性 

 

ガーナ共和国は、アフリカ諸国が抱える共通課題である民主化、経済構造改革の双方において

着実に進展を続けており、開発のための自助努力を行っていること、さらに同国の国連平和維持

活動（PKO）に対する貢献及び地域の平和・安定のために果たしてきた役割を評価し、我が国は

今後も同国をアフリカ地域の重要な拠点として援助を継続していく方針である。 

 

（２）当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

 

電力分野の無償資金協力としては、ガーナ共和国政府による全国電化計画（NES）の一環とし

て、1989 年から 1998 年にかけて 3 次にわたる地方電化事業を実施している。ガーナ共和国では

都市部の世帯電化率（約 60%）に対して、地方部の平均電化率は約 20%と極めて低い。アシャン

テ州ニナヒン地区及びアマンシウェスト地区は地方部の未電化地区の１つであり、また、同州の

農業生産活動の拠点でもある。住民の生活水準向上ひいては産業発展のため本プロジェクトを実

施する意義は大きい。 

 

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

 アシャンテ州ニナヒン地区及びアシャンテ州アマンシウェスト地区において、送配電網を整備する

ことにより、同地区住民に電気を供給することを目的とする。 

4. 協力対象事業の内容 

(1) 対象地域 

アシャンテ州ニナヒン地区及びアマンシウェスト地区 

(2) アウトプット 

 アシャンテ州ニナヒン地区及びアマンシウェスト地区において、送配電網が整備される。 

(3) インプット 

【日本側】 
① 33kV 送電線の敷設（線路亘長 ニナヒン地区：約 60km、アマンシウェスト地区：約 31km）

② 33/33kV 変電設備（ブースター・ステーション）の設置（ニナヒン地区のみ） 

③ 低圧（433-250V）配電用資機材の調達 

④ ３t クレーン付トラック、予備品及び保守用道工具の調達 

 【相手国側】 

① 低圧（433-250V）配電用木柱の調達 

② 低圧配電線の敷設 

(4) 総事業費 概算事業費 11.68 億円（日本側 10.70 億円、ガーナ共和国側 0.98 億円） 

(5) スケジュール 詳細設計期間を含め約 28.5 ヶ月を予定 

(6) 実施体制 主管官庁 エネルギー省 

 実施機関 ガーナ電力公社 

5. プロジェクトの成果 

 
(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模 
アシャンテ州ニナヒン地区及びアマンシウェスト地区住民。 

 裨益人口：約 5.5 万人。 
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(2) 事業の目的（プロジェクトの目標）を示す成果指標 
    ・電化世帯数の増加。 

 実施前（2002 年） 実施後（2006 年） 

アシャンテ州ニナヒン地区 0％ 7,656 世帯（100％） 

アシャンテ州アマンシウェスト地区 0％ 3,078 世帯（100％） 

 

 

 

アシャンテ州（全体） 約 32％ 約 35％ 

 

 

６．外部要因リスク 

 

(1) ガーナ共和国が、本プロジェクトの日本側工事工程に併せて、ガーナ共和国側負担の工事（低

圧配電線工事）を確実に実施する必要がある。 

 

(2) ガーナ共和国が、送配電設備の適切な運営維持管理を行い、機能を維持する必要がある。 

 

７．今後の評価計画 
 

(1) 事後評価に用いる成果指標 

各電化対象地域における電化世帯数 

 

(2) 評価のタイミング 

2006年以降 
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収集資料リスト 

調査名  ガーナ国地方電化計画基本設計調査  

番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ・地図

・写真等 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

1 
The Medium Term Expenditure Framework 
(MTEF) for 2001-2003 and the annual estimates 
for 2001 

図書 コピー Ministry of Energy 2001年 

2 Ghana Poverty Reduction Strategy 2002-2004 
(Final Draft Version) 図書 コピー The Government of Ghana 2002年 

3 Bank of Ghana Annual Report 2000 図書 コピー Bank of Ghana 2000年 

4 The Budget Statement and the Economic Policy 
of the Government of Ghana (2001) 図書 コピー Ministry of Finance 2001年 

5 The Budget Statement and the Economic Policy 
of the Government of Ghana (2000) 図書 コピー Ministry of Finance 2000年 

6 Ghana-Vision 2020 (The First Step:1996-2000) 図書 コピー The Government of Ghana 1995年 

7 Energy for Poverty Alleviation and Economic 
Growth 図書 コピー Ministry of Energy 2001年 

8 Country Assistance Strategy for Ghana 2000-2003 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ The World Bank 2000年 

9 Poverty Trends in Ghana in the 1990s 図書 コピー Ghana Statistical Service 2000年 

10 ECG Financial Statements for the year 2000 図書 コピー Electricity Company of Ghana 2001年 

 

A
-
7
-
1
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－８  電圧降下の検討 
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ガーナ共和国地方電化計画基本設計調査 

電圧降下の検討 

 

 

１．検討条件 

 

1.1 送電系統 

既設 33kV 送電線から計画対象地域への送電ルートは、本文 3-2-3(1)に示す通りとする。 

 

1.2 電圧、周波数 及び負荷の力率 

・ 系統電圧： 33kV、3 相 3 線式、架空送電方式 

・ 周波数： 50Hz 

・ 負荷の力率： 0.85 

 

1.3 負荷条件 

計画対象地域の負荷は、本文表3.2.2.1-1～2に示す電力需要想定結果に基づき、本計画

供用開始後 5年後となる 2009 年の想定電力需要量を適用する。 

 

1.4 線路定数 

既設及び新設送電線の種類及び線路定数は、以下の通りとする。 

・ 電線・サイズ： 硬アルミニウムより線（AAC）120mm2 

・ 線路定数： R; 0.274Ω/km 

X; 0.357Ω/km 

C; 0.011μF/km 

（出所： Subtransmission & Distribution Master PlanAcres, December 

1996, Acres 作成） 

 

1.5 電圧降下の計算方法 

（１） 計算手法 

・ 線路定数（R+jX）及び負荷電流(IP -jIQ)共に、複素数として扱う。 

・ 電圧降下： △V=(IP・R+IQ・X)+j(IP・X -IQ・R) 

 

 

 

 

 

送電端            受電端 
         ∧∧∧    ∩∩∩ 

VS VR 

(遅れ分を ― で扱う。) 

I= IP - jIQ 

Z=R + jX 



 
 

 A-8-2

VR  = VS – I x Z  △V = I x Z(電圧降下) 

△V = (IP - jIQ) x (R + jX) 

= IP ・R + IP ・jX - jIQ ・R - jIQ ・jX  j2 = -1 

= (IP ・R + IQ ・X) + j(IP ・X -IQ ・R) 

 

 

・ 但し、上式の第 2項目は電源電圧に対し直角成分であり影響が小さいため無視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ よって、三相三線式送電線の電圧降下は、△V=√3(IP ・R + IQ ・X) として求める。 

 

（２） 均等配分負荷扱い 

同一線種の配電線に均等に負荷が分布している場合の末端の電圧降下は， 配電線中

央点に全負荷が集中した場合の電圧降下に等しいものとする。 

 

２．計算結果 

上記の計算方法に基づく計算結果は、以下のとおりとなった。 

 

地    区 線路末端電圧（kV） 
電圧降下（kV） 

（定格電圧に対する電圧降下率） 

ニナヒン地区 24.7 -8.3 (-25.0%) 

アマンシウェスト地区 31.0 -2 (-6.1%) 

備考：ECG標準による 33kV系統の電圧降下許容限度は7.5% 

 

なお、同結果の詳細内容は下記図表に示すとおりである。 

・ 図 A8-1： 電圧降下計算結果図（ニナヒン地区） 

・ 表 A8-1（1/3～3/3）： 電圧降下計算結果出力表（ニナヒン地区） 

・ 図 A8-2： 電圧降下計算結果図（アマンシウェスト地区） 

・ 表 A8-2（1/3～3/3）： 電圧降下計算結果出力表（アマンシウェスト地区） 

 

以上 

 送電端電圧 

受電端電圧 

同位相成分 

(Ip・R + IQ・X) 

直角成分 

(Ip・X - IQ・R) 

同位相成分 直角成分 
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